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自己点検・評価 様式（平成２９年度実施） 

大学名： 静岡県立大学 

研究科・専攻名： 薬食生命科学総合学府 薬学専攻 

 

○ 入学者数、在籍者数、退学者・修了者数 

※入学のコースを別に設けている大学は、コース別に記載すること。 

※既退学者数及び既修了者（学位取得者）数については、平成２９年４月末までの数を

記載すること。 

 

・平成24年度入学者 

入学者数： ４名（定員 ８名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 ４名（内社会人 ０名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： ０名 

   既退学者数： １名 

   既修了者（学位取得者）数： ３名 

 

・平成25年度入学者 

入学者数：  １名（定員 ８名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 １名（内社会人 ０名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： ０名 

   既退学者数： ０名 

既修了者（学位取得者）数： １名 

 

・平成26年度入学者 

入学者数：  ４名（定員 ８名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 ４名（内社会人 １名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： ３名 

   既退学者数： １名 

 

・平成27年度入学者 

入学者数：  ７名（定員 ８名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 ４名（内社会人 １名） 

4年制薬学部卒業生 ２名（内社会人 １名） 

薬学部以外の卒業生 １名（内社会人 １名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： ５名 

   既退学者数： ２名 
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・平成28年度入学者 

入学者数：  ７名（定員 ８名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 ５名（内社会人 １名） 

4年制薬学部卒業生 ２名（内社会人 １名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

   在籍者数（平成29年5月1日現在）： ７名 

   既退学者数： ０名 

 

・平成29年度入学者 

入学者数：  ２名（定員 ５名） 

内訳：6年制薬学部卒業生 ２名（内社会人 ０名） 

4年制薬学部卒業生  名（内社会人  名） 

薬学部以外の卒業生  名（内社会人  名） 

在籍者数（平成29年5月1日現在）： ２名 

既退学者数： ０名 

 

 

○ 「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリ

シー」と実際に行われている教育との整合性 

【理念とミッション】 

理念：医療薬学・臨床薬学関連分野の第一線で活躍できる高い専門性を有する人材

の育成をめざす。 

ミッション：幅広く医療関連分野の発展および公衆衛生の向上に寄与できる人材およ

び優れた研究能力を有する薬剤師の養成を行う。具体的には医療薬学・臨床薬学に

おける課題を発見し解決できる研究者・教育者の養成、がん・感染症領域等の専門

薬剤師や治験コーディネーターの資格取得の支援、治験・臨床開発従事者の養成な

どを行う。 

【アドミッションポリシー】 

薬学専攻は医療薬学・臨床薬学関連分野の第一線で活躍できる高い専門性を有す

る人材の育成を目指します。 

具体的には、医療薬学や臨床薬学領域における研究者・教育者、指導的立場に立つ

薬剤師、治験・臨床開発従事者を養成し、がん・感染症等の専門薬剤師や治験コー

ディネーターの資格取得などを支援します。 

【カリキュラムポリシー】医療現場で先導的に活躍するための高い専門性と優れた研

究能力を有する薬剤師を育成します。また、国内外の研究機関や企業において生命

科学を牽引する研究者や薬学教育を実践できる教育者のみならず、指導的立場で薬

務行政・保健衛生に従事し、国民の安心・安全を支える人材を育成します。 

 医療人に求められる優れた品格と強い使命感を養っている 

 独立した研究者に求められる研究立案能力と遂行能力を身につけている 

 世界に通用する語学力とコミュニケーション能力、国際性を身につけている 

 最先端の情報・知識を自ら収集・分析し、活用する能力を身につけている 

 優れた国際的学術論文を発表する能力を身につけている 
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 医療人かつ研究者に求められる高い倫理観を養っている 

【ディプロマポリシー】 

学府の定める期間在学し、基準となる単位数以上を修得し、学府の教育と研究の理

念や目的に沿った研究指導を受け、かつ所定年限内に学府が行う博士論文の審査

及び試験に合格することが博士の学位授与の要件である。 

【自己点検・評価】 

理念とミッションを実現するため、アドミッションポリシーに基づき入学者選抜試験を行

い、平成２４年４名、２５年１名、２６年４名、２７年７名、２８年７名、２９年２名が入学し

た。社会人大学院生は６名が入学した。また５名（獣医学部卒１名、化学専攻博士前

期課程修了1名、医療薬学専攻博士前期課程修了1名、薬科学専攻博士前期課程修

了２名、）を除き６年制薬学部出身者である。臨床薬学コースを選択した社会人大学

院生１名を除き多くの学生は医療薬学コースを選択し、将来的には、医療薬学領域

における研究者や教育者を目指しており、４年制薬学部を基礎とした博士課程とは一

線を画するものである。カリキュラムポリシーに基づく教育は順調に進行していること

を確認している。また平成２９年度から充足率を勘案し、募集人員を８名から５名に変

更している。今後の課題として、外国人留学生や臨床薬学コースを目指す学生を受

け入れていくことが挙げられる。 

・「理念とミッション」、「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシ

ー」と、実際に行われている教育との整合性について、４年制薬学部を基礎とした

博士課程の教育課程との違いを明確にしつつ、自己点検・評価を行うこと 

 

 

○ 入学者選抜の方法 

平成 26年度入学者選抜（平成 25年度実施）までは、科学英語と面接により選抜を

行った。（科学英語については、生命科学領域からの出題とし、博士課程学生として

ふさわしい英語読解力を有していることを確認できる問題を作成し、面接では、現在

の研究内容の説明、博士課程での研究内容、将来の進路の希望などについて複数

の面接官が口頭試問を実施。） 

平成 27 年度入学者選抜（平成 26 年度実施）からは、英語読解力について受験生

の研究専門分野による偏りなく判定を行うため、試験科目を科学英語からＴＯＥＦＬ Ｉ

ＴＰに変更するとともに、受験生の適正や意欲を客観的に指標化するため、口頭試問

の結果を点数化して選抜を行うこととした。 

 

 

○ カリキュラムの内容 

医療薬学コースは、医療薬学・臨床薬学領域における研究者・教育者を育成する

目的で、独創性の醸成と高度な研究遂行能力の修得を目指した講義（先端医療薬学

特論、基礎薬学特論）、第一線で活躍する研究者を招いての月例薬学セミナー、大学

院特別講義、あるいは各種研究会への参加（薬学セミナー）、講座でのセミナーや学

会発表による演習（医療薬学演習、医療薬学特別演習）、および医療薬学に求められ

ている研究課題をテーマとした実験（医療薬学特別実験）から構成され、本専攻の理

念とミッションに合致したカリキュラムとなっている。このカリキュラムに基づく教育に

より、学生は順調に研究の成果をあげている。 

臨床薬学コースは、薬剤師免許の所持を前提とした教育課程であり、医療薬学コ
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ースとほぼ同様な内容で構成されるが、高い専門性を有する薬剤師、治験や臨床開

発従事者を養成する目的から、それらに加えて特色のある講義および実習として、治

験・臨床開発に関連した講義である先端医療薬学特論１および２、臨床スキルのアッ

プを目指した実地研修による臨床薬学実習の履修を必須としており、臨床薬学コース

の学生は少ない（平成２９年度入学社会人大学院生１名）が、十分な教育および研究

指導を実施できている。 

※シラバス、教育課程等の概要及び履修モデルは別添のとおり。 

 ・別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

 ・履修モデルを添付すること 

 

 

○ 全大学院生の研究テーマ 

 研究テーマ名 研究の概要 

① 顕著な生物活性を有す

るフラボノイドの合成研

究  

柑橘類に含まれる微量フラボノイドの実用的な合成方

法の開発を行い広範な生物活性試験に供する。さら

に、機能解析を目的としたケミカルバイオロジー研究

にも展開する。 

② 

膵臓癌の早期診断に

有用なバイオマーカー

の探索とその臨床応用 

現在までに膵癌マーカーとして汎用されているCA19-9

を凌駕するバイオマーカーは発見されていない。そこ

で、CA19-9 を凌駕するマーカーを得るべくヒト膵癌細

胞株を免疫原としてモノクローナルリコンビナント Fab

のスクリーニングを行った結果、膵癌と特異的に反応

するクローンの単離に成功した。今後はエピトープの

同定と免疫組織化学による診断学的有用性について

検討し、CA19-9 を凌駕するマーカーであることを確認

していく予定である。 

③ 
トランスレーショナルリ

サ ー チ 及 び

First-in-human試験に

おける初回用量設定と

その妥当性の評価 

グローバルに活躍できる臨床薬学研究者を育成する

ことをめざし、トランスレーショナルリサーチでの問題

点のブレイクスルーとなることを目標に、新規に開発さ

れる新薬候補化合物を非臨床試験から臨床試験に移

行させて薬効および毒性の評価をする際の最適な用

量設定法を検討している。 

④ 

 

 
低侵襲的および網羅的

な薬物代謝酵素活性評

価のための臨床試験

法の確立と応用 

薬物代謝酵素の活性評価は各々の基質薬の体内動

態を頻回採血により解析することで行われてきた。本

研究ではCYP3A4の基質薬のミダゾラム（MDZ）および

複数基質薬の混合であるカクテル薬を用い、1ポイント

採血または尿検体による活性評価が可能であるか検

討し、侵襲性の低くかつ網羅的な代謝酵素の活性評

価法の検討する。 

⑤ 化学物質の物理化学

的特徴及び生物学的

反応性を利用した安全

性評価手法の確立 

医薬品、食品添加物、農薬、化粧品などの化学物質の

物理化学的特徴やそれらの細胞あるいは生体成分と

の反応性を指標として、副作用・毒性発現を予測可能

な評価手法を確立する。 

⑥ 柔軟な結合を介する新 生体内酵素は基質あるいはタンパク質と柔軟な結合を
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規触媒系の構築と選択

的C-H酸化反応 

形成することで一つの複合体を形成し、分子認識能を

高めることで特異的に代謝、解毒化を行っている。本

研究はそれを模倣した触媒反応場の構築と化学反応

への応用を目的とする。最終的に分子認識能を兼ね

備えた触媒医薬へと発展させることで、臨床への応用

を目指す。 

⑦ 薬剤性光線過敏症リス

ク評価方法の開発 

医薬品の物理化学的特性ならびに体内動態プロファイ

ルから光毒性リスクの予測を試みる 

⑧ 

ストレスマーカーとして

のtRNAフラグメントの

有用性の検討と臨床応

用 

細胞がストレスにさらされると細胞内tRNAがアンジオ

ゲニンにより高分子フラグメントに分解されることが明

らかとされている。tRNAフラグメント(tRF)のストレスマ

ーカーとしての有用性を評価する目的で、腎移植前後

あるいはがん化学療法施行前後の血液中tRF量の変

動について臨床研究を行っている。これまでに得られ

た結果では、がん化学療法が奏功した例でtRFの上昇

が見られることを明らかとなった。今後は症例数を増

やして検討していく予定である。 

⑨ 緑茶成分の機能性を指

向した臨床応用に関す

る研究 

疾病予防や進行抑制に期待される緑茶の機能性成分

を探索し、ヒトにおける効能を倫理性、科学性を担保し

た臨床試験により検証する。 

⑩ 

細胞性粘菌化合物によ

る肝星細胞活性化抑制

作用のメカニズム解析 

肝線維化の原因となる肝星細胞活性化を抑制する作

用を有する細胞性粘菌由来化合物の作用機序を解明

することにより、肝線維化の治療標的となりうる細胞内

分子を同定し、肝線維化治療薬開発のための基礎的

知見を提供する。 

⑪ 薬剤耐性インフルエン

ザウイルスの変異機構

に関する研究 

薬剤耐性インフルエンザウイルスを検出分離し、その

性状と薬剤耐性獲得機構を解明する。 

⑫ Pd触媒的C-Hアリール

化を鍵段階とするトリフ

ェニレン類の合成法の

開発 

重要な生物活性をもちうるトリフェニレン類の新規合成

反応の開発を通じて、臨床現場で必要な芳香族化合

物の分子構造と反応性との関係についての知見を得

る。 

⑬ 膵内分泌細胞における

細胞内脂質シグナリン

グが糖尿病病態に及

ぼす影響 

血糖調節の責任細胞である膵内分泌細胞における細

胞内脂質シグナリングによる機能調節を解明するとと

もに、その破綻が血糖調節に及ぼす影響を明らかに

し、新規糖尿病治療薬開発のための基礎的知見を提

供する。 

⑭ 

ココアパウダーを官能

的マスキン剤として用

いた口腔内崩壊錠の開

発と服用性の評価 

OD錠は高い臨床的機能性を有し注目されている。OD

錠の官能的マスキング剤としてココアパウダーに着目

し、その錠剤物性や服用性に及ぼす影響について検

討する。さらに強い苦味を有するレバミピドについて

OD錠を調製し、味覚官能試験により服用性を評価す

る。 

⑮ コンホメーション制御可 ジアリールビナフタレンの合成および構造解析研究を
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能なキラル構造ユニッ

トの創製を指向したジ

アリールビナフタレンの

合成および構造解析 

通じて、臨床現場で必要な芳香族化合物の分子構造

とその性質との関係についての知見を得る。 

⑯ 

 siRNA封入脂質ナノ粒

子を用いたがん治療製

剤の開発 

超高齢社会を迎えた我が国にとって、患者のＱＯＬを

保ちつつがん細胞特異的に、そして効果的に作用する

薬剤開発が望まれている。そこで種々のタンパク質発

現を標的とできる核酸医薬品に着目し、ＤＤＳを駆使し

た製剤の開発を行い、医療への貢献を目指している。 

⑰ 

不斉ハロ環化反応を基

盤とする効率的分子変

換の開発と応用 

不斉ハロゲン化反応は生物活性ハロゲン化合物の合

成や医薬シーズ開発に資する有用な反応である。本

研究は実験的および計算化学的知見をもとに有機分

子触媒の構造最適化を図り、新規ハロゲン化反応を導

出する。これにより、創薬ならびに臨床現場において

重要となる分子構造から化合物の特性を予測・評価す

る視点も養う。 

・在籍する全大学院生の研究テーマ名及び研究の概要を記載すること 

 ・研究の概要については、テーマ設定の着想点、研究成果が薬剤師の実務など臨

床に与える影響等を「アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディ

プロマポリシー」との整合性を踏まえつつ、簡潔に記載すること 

 

 

○ 医療機関・薬局等関連施設と連携した教育・研究体制 

臨床薬学コースでは、臨床薬学実習（４単位）として、研究科の指定する医療

施設において、教員、指導薬剤師、医師、医療スタッフの協力のもとで薬剤管理

指導や臨床試験関連の研修を行うとともに、臨床症例を題材とした SGD形式での

症例検討を行う。これとともに博士論文研究を推進するために、浜松医科大学医

学部附属病院と研究および教育における協定を締結し、学生の受け入れと教育お

よび研究指導を委託することとしている。 

現在、臨床薬学コースの学生が１名在籍している。本学生は、浜松医科大学医

学部付属病院薬剤部で薬剤師として働く社会人大学院生である。上記の臨床薬学

実習および博士論文研究は、浜松医科大学医学部附属病院薬剤部長川上純一教授

（静岡県立大学客員教授）の指導のもとで実施している。 

（注）他職種との連携も含む 

・研究テーマと関連づけて記載すること 

・連携先の医療機関・薬局等関連施設側の指導体制も踏まえて記載すること 

 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

下記の審査体制等を整備しており、これにより、ディプロマポリシーに合致した

学位審査が行われる。 

学位審査は主査１名、副査３〜４名の体制で行う。学位審査は予備審査（プレゼン

テーション）、本審査（博士論文内容）、および合否判定の手順で行う。予備審査はオ

ープン形式の審査であり、拡大研究院委員会委員との質疑応答がある。本審査は、



 - 8 - 

学生および審査員の対面形式のクローズド審査であり、研究のより詳細な内容につ

いて質疑応答が行われる。合否判定では主査が論文審査結果を報告し、拡大研究

院委員会委員の投票により学位授与の可否が決まる。 

修了要件は講義、セミナー、演習、実習、実験等の科目を合計３０単位以上習得す

ることが条件となる。医療および臨床薬学特別演習４単位のうち２単位が英文学術論

文発表に対して与えられるので、論文発表が学位審査の要件となっている。 

 

 

○ 修了者の博士論文名、学術雑誌への掲載状況、進路状況 

 博 士 論

文名 

学術雑誌への掲載状況 修了

者の 

進路

状況 

タイトル 雑誌名 暦年・掲載

号・頁 

①  ラット脳

神 経 機

能 に 及

ぼす N-

グリコリ

ルノイラ

ミン酸の

影響 

 

Preferential 

Accumulation of 
14C-N-Glycolylneuraminic 

Acid over 
14C-N-Acetylneuraminic 

Acid in the Rat Brain 

after Tail Vein Injection 

PLoS One 2015,10, 
e0131061 

企業 3

名 

大 学

教員 1

名 

②  ノビレチ

ン の 作

用 機 序

に 関 す

る研究：

TXNIP

の 発 現

と 小 胞

体ストレ

ス に 着

目 し た

解析 

 

Estimation of 

Endoplasmic Reticulum 

Stress-inducing Ability of 

Nobiletin, a Citrus 

Polymethoxyflavonoid, in 

SK-N-SH Human 

Neuroblastoma Cells 

Fundamental 

Toxicological 

Sciences 

 

Vol.1(2014) 

No.4 

p.169-172 

Suppressive effect of 

nobiletin, a citrus 

polymethoxyflavonoid 

that downregulates 

thioredoxin-interacting 

protein expression, on 

tunicamycin-induced 

apoptosis in SK-N-SH 

human neuroblastoma 

cells 

 

Neuroscience 

Letters 

Volume 549, 

9 August 

2013, Pages 

135–139 
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③  難 溶 性

物 質 の

溶 解 性

改 善 を

目的とし

た 脂 質

ナ ノ 粒

子 製 剤

の 調 製

と そ の

応用 

Lipid nanoparticles with 

no surfactant improve 

oral absorption rate of 

poorly water-soluble 

drug 

International 

Journal of 

Pharmaceutics 

Volume 451, 

Issues 1–2, 

15 July 2013, 

Pages 92–94 

Effect of Alkyl Chain 

Length and Unsaturation 

of the Phospholipid on 

the Physicochemical 

Properties of Lipid 

Nanoparticles 

Chemical and 

Pharmaceutical 

Bulletin 

Vol. 63 (2015) 

No.9 

p.731-736 

④ リポソー

ム DDS

製 剤 と

血 栓 溶

解 剤 併

用 に よ

る 新 規

脳 梗 塞

治 療 法

の開発 

Combination therapy with 

liposomal 

neuroprotectants and 

tissue plasminogen 

activator for treatment 

of ischemic stroke 

FASEB Journal 2017 May 

Vol.31 No.5 

p.1879-1890 

Neuroprotection against 

cerebral 

ischemia/reperfusion 

injury by intravenous 

administration of 

liposomal fasudil 

International 

Journal of 

Pharmaceutics 

Volume 506, 

Issues 1–2, 

15 June 

2016, Pages 

129–137 

Treatment of stroke with 

liposomal 

neuroprotective agents 

under cerebral ischemia 

conditions 

European Journal 

of Pharmaceutics 

and 

Biopharmaceutics 

Volume97, 

Part A, 

November 

2015, Pages 

1–7 

・既修了者の博士論文名、博士論文に関連する論文の学術雑誌（査読付きのもの）

への掲載状況及び修了者の進路状況を記載すること 

 

 

○ 社会人大学院生への対応状況 

臨床薬学コースにおいて、基礎薬学特論として、１１科目（糖鎖生物学特論、薬物代

謝・毒性学特論、分子薬理学特論、薬物送達学特論、病態分子分析学特論、薬物動

態学特論Ⅱ、薬物放出制御学特論、神経内分泌機能解析学特論、免疫微生物学特

論Ⅱ、創薬探索学特論Ⅱ、生薬漢方薬学特論）より２科目を選択履修（２単位）する必

要がある。各講義は月から金曜日の１、２時限目に開講されているが、社会人大学院

生に配慮し、当日ビデオ録画した講義を別の日時にビデオ・オン・デマンドで受講する

ことで振替出席を認めている。 

【自己点検・評価】 

社会人大学院生に配慮し、出席できなかった講義をビデオ・オン・デマンドで受講する

ことを認めているが、社会人大学院生が履修し易いように、土日・祝日等の集中講義

や夕方開講講義を整えるなど教育環境の整備に前向きに取組んでいきたいと考えて
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いる。 

・入学者選抜や入学後の履修における社会人への対応状況について、自己点検・評

価（工夫や今後の課題を含む）を行うこと 

 

 

○ 今後の充実・改善 

本大学院では、専任の外国人教員（准教授）が在籍し、７科目の科学英語の講義（オ

ーラルコミュニケーション、インディペンデントリスニング、アカデミックプレゼンテーシ

ョン、アカデミックライティング、科学論文エディティング、海外研修プログラム）が開講

されているが、大学院４年制博士課程の教育・研究を発展させるためには、国際的な

競争力を高め、海外で活躍する人材を育成することが重要である。このため、外国人

留学生を積極的に受け入れるための教育環境を整備する必要があり、英語のホー

ムページと学生募集要項の充実、基礎薬学特論等の講義を英語で実施することは改

善すべき課題である。大学院修了生（４名）の進路は企業（製薬企業研究者２名とそ

の他１名）と大学（国立大学薬学部教員1名）である。今後、多くの入学者を確保する

ため、薬学専攻の魅力をアピールする大学院入試説明会等の機会を設けるなどし

て、さらに医療薬学・臨床薬学関連分野の第一線で活躍できる人材の確保と育成を

進める必要がある。 

・自己点検・評価を踏まえ、大学院４年制博士課程の教育・研究における今後の充

実・改善に向けた方策や課題を記載すること 

・大学院生の在籍状況（定員充足の状況、修了・退学率等）や修了後の進路状況を踏

まえた方策や課題についても記載すること 
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